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～それからのひとりごと～

③ 絆と夢と･･･

 
　日本に帰ってきて初めてのお正月。
実家で母の手作りおせちを堪能できま
した（りょりょは初めてのお年玉に大
喜び！）。
　今年の年賀状は東日本大震災のこと
もあり、「明けましておめでとうござ
います」という言葉ではない挨拶の言
葉を使う賀状が多かったとも聞きま
す。我が家も然り。年始の番組も震災
を意識した構成のものが多かった気が
します。2011年の流行語大賞も、そ
の影響で「絆」でしたね。絆という言
葉をふと考えてみました。家族間、友
だち間の濃い絆も大切だと思うのです
が･･･。
 
　「Pardon」少し自分が体に触れてし
まったときでも、ベルギーの人たち老
若男女かかわらず、必ずかけてくれて
いた言葉。人によっては目を合わせて
くれて、日本人だとわかると、さらに
気持ちを伝えようと表情を作ってくれ
る人もいました。私も言葉を上手に伝
えられないからこそ、同じように表情
を豊かに言葉を伝えようと心掛けてい
ました。そんなちょっとした言葉や表
情のやり取りで気持ちが明るくなった
り、やさしい気持にもなれました。全
然知らない目の前の人、私にとっては
関係のない存在でもこの人を大切に思
っている人がいるのだろうから、大切
に接するべきなんだなと思うようにし
ています。これは万国共通。だからこ
そ、ちょっとした小さなひとことをち
ゃんと伝えることが大事なことで、相
手にとっても自分にとってもその日一
日、もしかしたらずっと一生心に残る
温かな思い出になるかもしれない。そ
の積み重ねも人と人との絆の一端なの
かもしれないですね。
　いろんな人がいたベルギー、苦い経
験もしました。でも、ベルギーの人た
ちを見習いたいのは、相手に伝えよう
とする気持ちや優しい気遣い、言葉。
日本でもちょっと肩が触れた時でも、
「ごめんなさいね」やふとした優しさ

も笑顔で「ありがとう」と言える自分
でありたいです。

　さて、にいちゃん、冬休みの宿題の
一つに将来なりたい職業について考え
るというものがありました。なりたい
職業をまず考え、そうなるためには、
どういう手順、努力が必要かをレポー
ト風にまとめるというもの。以前なら
憧れで「野球選手！」と即答していた
のです。一度海外生活をした家族とし
ては、「海外で働きたい！」とか言っ
てほしいなと期待していたのですが、
警察官か動物に関係する仕事につけた
らいいなあと思っているようでした。
情報を得るためにパソコンの前に向か
って考えあぐねているにいちゃん。面
白い宿題だなあと様子を見ていまし
た。あれ？ 私たちが中学1年生の頃っ
てこんなこと考えていたかなあ･･･。2
年生になると、就職体験といって自分
の働いてみたい職場で数日間実地体験
もできるのです。私の中学生時代に比
べると、最近の子どもたちの環境は夢
を夢としてだけではなく、現実的なも
のとして受け入れられる土台作りがし
っかりしているようですね。

　かたや、りょりょ、「おっきくなっ
たら、サッカー選手に、宇宙飛行士
に、警察官に、郵便配達のおにいさ
ん。バイクで手紙配るの。」と、現実
的なのか非現実的なのか･･･（笑）。外
で遊ぶりょりょの憧れは郵便配達のバ
イクお兄さん。いそいそと手紙を受け
るのが大好きな6歳児、夢見る今年ピ
カピカの一年生予備軍なのでありまし
た。
　2人とも将来、家族や周りの人との絆
を大切にしながら、それぞれの夢をか
なえられますように…♪

　最近、寒いながら
も日差しの中にすこ
～しだけ新しい季節
の気配も感じられる
ようになってきまし
た･･･。
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